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研究成果の概要（和文）：１４世紀末のキリスト教霊性の中に近代的自我の形成の端緒があることを、文献学的
研究を中心に明らかにした。中世末期の霊性は、内面化、実存化の傾向が強まり、内的、個人的に知覚される経
験が重視されている。ドイツ・ライン地方の霊性、フランドルの霊性、さらにスペインの神秘主義のなかに、中
世から近代への移行と、近代的自意識の形成を見ることができた。さらに、近代の個人的な信心と宗教体験の内
面化において重要な役割を果たす、聖母出現と聖母信心について、中世と近代の文献を調べ、その連続性と相違
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research deals with the beginning of the development of a modern ego 
seen in the Christian spirituality at the end of the 14th century. In the late Middle Ages 
spirituality, the tendency of internalization and existentialism have been emphasized.  In the 
transition from late 14th century to modern period a personal experience has been given more 
existentially and personally. In the spirituality of the Rhine region of Germany, Flemish 
spirituality and Spanish mysticism, we meet the transition from the Middle ages to the modern period
 and its development of modern self-consciousness (ego). In addition, we examined the texts on the 
apparitions of Mary and the devotion to Our Lady, which play an important role in the development of
 the modern ego. 

研究分野： 宗教哲学、キリスト教霊性、神秘思想、キリスト教思想史、宗教思想

キーワード： キリスト教霊性　近代的自我の形成　中世と近代のあいだ　宗教生活の個人化、実存化　中世と近代の
連続性　聖母マリアへの信心の影響　聖母マリアの出現　ヨーロッパのキリスト教霊性の根幹
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1.  研究開始当初の背景  
 本研究の意図は、デカルト、ロック
に見られる理性的な主体、行為や思
考の主体としての近代的な自我の概
念において明確化されていない点に
焦点をあて、「近代的自我」について
の思想の意味と限界を問い、その思
想史的前提にまで遡って理解しよう
とすることにある。デカルト的な理
性的主体としての自我は人間の身体、
心的作用から距離を取り、自我が「点
的自我」（ロック）に到達するが、個々
の人間の日常の生の営みにおける生
き方、精神生活、自己探究における
近代的アイデンティティは「近代的
自我」のもつ重要な側面である。本
研究は近代的自我の源泉をより明確
にする目的のために、これまでの思
想史において顧みられることの少な
かった個人の生き方における宗教的
精神的次元、神の前に立つ人間、キ
リスト教的人間実存、日常生活にお
ける自己探究のありかたを中世末期
の霊性と思想のうちに探り、「近代的
自我」の萌芽、端緒を１４世紀ヨー
ロッパの宗教家、神秘思想家の著作
から文献学的に明らかにする。  

 
 

 
 
2 .研究の目的  

中世と近代を分断し、現代と近

代 を 近 現 代 と し て 連 続 的 に 捉 え て

い た 従 来 の 一 般 的 な 思 想 史 的 理 解

を再検討し、１４世紀ヨーロッパの

キリスト教霊性に「近代的自我」の

端 緒 を 探 る こ と が 本 研 究 の 目 的 で

ある。本研究の三つの視角は、①個

人 的 な 宗 教 的 コ ミ ッ ト メ ン ト と し

ての〈私—自我の源泉としての霊性〉、

②〈宗教・神秘思想〉、③危機と転

換 の 時 代 に 普 遍 的 知 識 や 自 己 実 現

の 新 た な 規 範 を 求 め る 精 神 活 動 が

一挙に花開く〈１４世紀ヨーロッパ

の思想潮流〉である。１４世紀のド

イツ、フランドル、スペインのキリ

ス ト 教 思 想 家 の 著 作 に お い て ど の

よ う な 点 に 近 代 的 自 我 の 形 成 の 萌

芽が見られるか明らかにし、中世と

近 代 を 連 続 と 対 立 と い う 双 方 の 視

点で捉え直し、中世と近代の「あい

だ」を問い、「近代的自我」形成の

ル ー ツ を 解 明 す る こ と が 本 研 究 の

目的である。 

 
 
３．研究の方法  
 
本 研 究 は 中 世 か ら 近 代 へ の 転 換 期
に あ っ た １ ４ 世 紀 ヨ ー ロ ッ パ の キ
リスト教霊性の著作のなかに、近代
的自我への形成の萌芽を探究した。
本研究の問題設定は「中世」と「近
代」のあいだとしての「１４世紀」
に、近代思想の発展の根本的動機を
見いだすことにある。これは中世と
近 代 を 乖 離 し た も の と し て 捉 え る
従 来 の 思 想 史 的 区 分 に 文 献 研 究 を
通してメスを入れ、新たな思想史的
見方を提示するものである。研究文
献の精査、解読は本研究のベースと
なる。対象となる文献資料は現代語
への翻訳も少ないため、海外共同研
究 者 の 協 力 を 得 て 文 献 解 読 を 進 め
た。  
 
本 研 究 は 研 究 期 間 の ３ 年 間 を 通 し

て、文献研究と国際共同研究の２つ

の部分から構成されている。  
（ 1）１４世紀ヨーロッパのキリス

ト教霊性関係の文献研究：  
 １ ４ 世 紀 の 歴 史 的 状 況 を 把 握 す

る基礎的研究  
まず文献 研究に入 るための 予備

的研究として１４世紀の歴史的、

社会的、 文化的状 況につい て把

握する。経済危機、人口の減少、

市民階級 の勃興、 封建体制 の動

揺、ペス トの流行 、教会と 教皇

の権力の 弱体化と いう危機 と転

換の時代 にあって 、人々は 神と

の個人的 な魂の旅に誘われ 、経

験に裏づ けられた 合理的自 我を

探求する ようにな った背景 を明

らかにす る。この 基礎的・ 予備

的ために １４世紀 の歴史的 状況

について 論じてい る文献、 資料

の収集と分析を行なった。  
 

(2)  中世末期、１４世紀の霊性に関

する文献の解読と「近代的自我」

の形成の萌芽となる主題、動機

の分析、検討  
本研究の対象とした著作家、著作は

下記のとおりである。  
① 中世末期にヨーロッパで広

く読まれ、多大な影響をもたらした、



ザクセンのルドルフスの『キリスト

の生涯』 (Vita Christi)：この著作

には、神と対話し、神に祈る個とし

て の 人 間 が 想 像 力 と 感 情 移 入 を も

って聖書を読み、黙想するという、

実存的で、個人的な新しい霊性が紹

介されている。従来の聖書の読み方

と は 異 な る 個 人 的 で 人 格 的 な 聖 書

の読み方と祈りが、近代的自我の形

成の糸口となる点を明らかにした。

ルドルフスの『キリストの生涯』は

ラテン語で書かれており、その随所

に 聖 書 の 解 説 が 織 り 込 ま れ て い る

ため、聖書学の専門家である海外共

同 研 究 者 の ノ イ デ ッ カ ー 教 授 か ら

専門的知識の提供を受けた。  
② １ ４ −１ ５ 世 紀 の キ リ ス ト

教霊性に新しい風を吹き込んだ「新

しい敬虔」（ディヴォティオ・モデ

ルナ）運動に見られる宗教的心性の

変化について調べた。特にトマス・

ア・ケンピスの『キリストに倣いて』

(Imitatio  Christi )に見られるキリ

ストの人間性に対する崇敬と、個人

的、情緒的、内面的、日常的な傾向

が「近代的自我」の先駆けとなって

い る 点 を テ ク ス ト に 即 し て 解 明 し

た。この書物も聖書についての黙想、

祈りが多く盛り込まれているため、

海 外 共 同 研 究 者 の ノ イ デ ッ カ ー 教

授の研究協力を受けた。  
 

【 H.2７、２８年度】  
（１）. １４—１５世紀ヨーロッパ

のキリスト教霊性関係の文献研究  
①イエズス会の創立者で、近代キ

リスト教霊性の先駆けをもたらし

た、イグナティウス・デ・ロヨラ

の著作の分析・解読をする。イグ

ナティウスの作品のなかで『霊操』

と『自叙伝』を研究対象とした。

イグナティウスの『霊操』は一般

の人々がたやすく読める修徳書で

あったため、神の前における個人

の敬虔な生き方を求める人々に多

大なインパクトをもたらした。『霊

操』に見られる近代的自我への発

露と、近代的な宗教意識の覚醒に

ついて論究する。イグナティウス

は近代への橋渡しとなる思想家、

宗教家であるため、海外共同研究

者であるドイツ、ミュンスター大

学のミュラー教授とも意見交換、

討議を進めた。 

 

③ カ ル メ ル 会 の ア ビ ラ の テ レ サ の

著作の分析・解読をする。アビラの

テレサの『霊魂の城』と『完徳への

道』を研究対象とした。テレサの著

作に見られる信仰生活の内面性、情

緒性、実存的傾向が、近代的な自我

の 形 成 へ と 結 び つ い て い る か 論 究

した。テレサの著作は翻訳もあるが、

原典はスペイン語であるため、イタ

リア、グレゴリアナ大学で霊性学を

専攻するガルシア・ミゲル教授から

専門的知識の提供を受けた。カルメ

ル会の霊性の近代的、現代的な面を

解明するために、エディット・シュ

タインとアビラのテレサ、十字架の

ヨ ハ ネ と の 関 わ り に つ い て も 研 究

した。  
 
(2)中世から近代にかけての聖母マ
リ ア へ の 信 心 と 霊 性 に つ い て の 調
査  
文献研究としては、クレルヴォー
のベルナルド、アンセルムス、ド
ン・スコトス、トマス・アクイナ
ス、さらに聖母出現に出会った、
ベルナデッタ・スピルーの著作に
当たった。聖母出現からカトリッ
クの一大巡礼地として発展を遂げ
たルルドでの調査を行なった。ル
ルドでは巡礼者への聞き取り調査
を行い、聖母マリアへの信心と霊
性がどのように進展したかを明ら
かにした。  
 
 
４．研究成果 
 
１４世紀末のキリスト教霊性の中
に近代的自我の形成の端緒がある
ことを、文献学的研究を中心に明
らかにした。中世末期の霊性は、
内面化、実存化の傾向が強まり、
内的、個人的に知覚される経験が
重視されている。ドイツ・ライン
地方の霊性、フランドルの霊性、
さらにスペインの神秘主義のなか
に、中世から近代への移行と、近
代的自意識の形成を見ることがで
きた。さらに、近代の個人的な信
心と宗教体験の内面化において重
要な役割を果たす、聖母出現と聖



母信心について、中世と近代の文
献を調べ、その連続性と相違を明
らかにした。 
 

(1)１４−１５世紀のカルメル会の
霊性に見られる近代的自我の端緒
を明らかにするために、アビラの
テレサと十字架のヨハネ、さらに
現代のカルメル会神秘家、三位一
体のエリザベトについての文献学
的な研究を進めた。自己の内面に
向かい、そこで神に出会い、神を
経験する霊性は、作品からは自由
で、近代的な自我への端緒と発展
が見られることがわかった。この
点については、いくつかの論文で
明らかにした。  

 
(2)中世末期の霊性として、ドイツ、
ライン地方の霊性、特にザクセン
のルドルフについて研究した。彼
の主要な作品である Vita Christi  
における聖書の読み方、黙想の方
法は、個人的で実存的な自我の端
緒が表れており、近代のさきがけ
となったことがわかった。  
 

 
(3)中世から近代にかけてのキリス
ト 教 霊 性 史 に 置 い て 重 要 な テ ー マ
である聖母出現とその受容、展開に
ついて調べた。この目的のために、
フ ラ ン ス の 聖 母 出 現 の 巡 礼 地 で 調
査を行い、ルルドでは聞き取り調査、
視察を行った。聖母マリアへの信心
は、個人の信仰の深化に大きなイン
パクトを与え、中世から近代にかけ
て の カ ト リ ッ ク の 霊 性 の 中 心 に な
っていることがわかった。 

 
(4)中世から近代に入り、個の確立
と信仰の実存化、個人化、情緒化を
探求する霊性が台頭したことは、近
代 的 な 自 我 の 形 成 の た め の 端 緒 と
なっていることが明らかになった。 
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